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令和４年度事業の進捗状況報告

１ プロジェクトチームの進捗状況報告 別添１

２ 障がい福祉関係者連絡会 別添２

第１回(５月３１日実施)「防災」をテーマに実施し４１人参加。

第２回(１０月１９日実施)「虐待防止」をテーマに実施し３８人参加。

３ 避難行動要支援者登録制度の見直しについて

関係課（安心安全課、長寿課）等との協議を経て、避難行動要支援者登録申

請書兼個別避難計画（別添３）を作成。２月頃に新たな様式にて登録対象者

に案内を送付する予定。

令和４年９月号広報にて制度周知を行った。

４ 福祉有償運送ドライバー認定講習について 別添４

令和４年１０月２日（日）に実施。市民５人が参加。

５ 障がい者通所施設歯科健診事業

８月から９月に４事業所の利用者２６人が健診を受けた。

６ 遠隔手話サービスの試験実施について

手話を言語とする聴覚障がい者が、市役所に来庁することなく相談や問合

せ等ができるよう、インターネット会議システムを活用し、自宅にで手話通

訳者と話すことができる遠隔手話サービスを、令和５年１月から試験的に

実施する。

７ 地域福祉計画の策定状況について

令和４年度から２カ年で策定する予定で、今年度は主に市民アンケートを実

施する。なお、ながふく障がい者プランの「障がい者権利擁護支援計画」は、

次期地域福祉計画に盛り込む予定。

８ 障がい者差別事案・虐待対応事案について

虐待対応事案 ２件（終結済）

９ その他

⑴ 障がいのある方及びその家族向けの勉強会 別添５
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ア 進路説明会（６月１６日実施）

「自分らしく働くってどういうこと？ ～将来の選択肢に必要なこと～」

をテーマに実施し、３１人参加。

イ 事業所説明会（１０月７日実施）

「みんなどうしてる？～自分らしい自立（くらし）って何だろう～」をテ

ーマに実施し、１５人参加。

⑵ 障害者週間及び人権週間関連事業

テーマ「わたしって、テーマ「わたしの「ふつう」って、きみと違うの？」

に沿った絵本２７冊を集めた図書コーナーを中央図書館に設置。

（１１月２３日～１２月２７日）

⑶ 要約筆記奉仕員養成講座（１２月３日～２月１８日 全６回）

⑷ まちづくり協議会及び共同生活援助事業所（グループホーム）が協働した

避難訓練の実施（１２月１８日実施）

⑸ 手話体験講座 （１月２９日実施予定）

《写真》

第 1回障がい福祉関係者連絡会 第２回障がい福祉関係者連絡会

要約筆記奉仕員養成講座（第 1 回） 図書コーナー



障がい者自立支援協議会プロジェクトチーム　進行管理シート

事務局 福祉課・子ども家庭課

プロジェクトチーム
名

医療的ケアが必要な人への体制整備プロジェクトチーム

設置期間（予定） 令和４年度末まで

到達点
医療的ケアが必要な人（以下、「医療的ケア児者」という。）の生活状況を踏まえ
た支援量及び支援度を整理し、現状と課題をみえる化し、支援関係者間で共有
する。また、継続的に医療的ケア児者を把握し、支援する仕組みづくりを行う。

・医療的ケア児者またはその家族へのヒアリングを行い、生活状況や課題の深
掘りを行った。
・医療的ケア児者の支援関係者（保育園及び学校）へヒアリングを行い、支援体
制やその課題について把握した。
・アンケート及びヒアリングの結果を報告書としてまとめ、案を共有し意見交換を
行った。
・災害現場における障がい者の現状と課題に関する勉強会を行った。

項目 実績数値 項目 実績数値

会議 2回 ヒアリングの実施 8回

のべ参加者 14人

勉強会 1回

進捗状況に対する
評価

（スケジュール通り進ん
でいるか、その原因，影

響など）

年度末までの報告書のとりまとめに向け、概ね計画通りに進んでいる。

進捗状況における
課題や解決策、今
後の見通し

年度末に向けてアンケート及びヒアリング等の結果を踏まえた報告書をとりまと
め、アンケート等にご協力いただいた方、支援関係者等を中心に周知する。

内容

活動実績

別添１



障がい者自立支援協議会プロジェクトチーム　進行管理シート

事務局 福祉課

プロジェクトチーム
名

相談支援体制整備プロジェクトチーム

設置期間（予定） 　令和４年度末

到達点
　本市の目指す相談支援体制の姿を明確にし、それに向けたロードマップを作
成する。

・本市の相談支援体制に係る現状と課題の共有と、計画の作成に向けて検討・
整理すべきポイントを共有した。(参考資料参照)
・各相談機関の役割分担の明確化のため、相談支援専門員の業務実態調査を
行った。
・本市の相談支援体制のあり方の検討にあたって、先進地である半田市へ視察
に伺った。

項目 実績数値 項目 実績数値

会議 3回

のべ参加者 21人

視察研修 1回

進捗状況に対する
評価

（スケジュール通り進ん
でいるか、その原因，影

響など）

相談支援体制の課題に対し、どういった切り口からアプローチすべきか、
また目指す姿をどこに設定するか等計画の方針決定に時間を要し、スケ
ジュールに若干遅れが生じている。

進捗状況における
課題や解決策、今
後の見通し

外部アドバイザーの助言、相談支援専門員の意見等を踏まえ、３年間で達成す
べき目標、そのための施策を検討し、計画書としてとりまとめる。

内容

活動実績



参考資料

相談支援体制整備プロジェクトについて

１ 本市の相談支援体制の現状と課題

障害福祉サービス・障害児通所支援の利用者増加に伴い、求めに応じた計画

相談支援・障害児相談支援をすぐにできる体制になっておらず、やむを得ない

セルフプランによる支給決定が増加している。

また、基幹相談支援センター、障害者相談支援事業、特定相談支援・障害児

相談支援事業の役割分担が明確になっておらず、重層的な相談支援体制の整備が

急務である。
*
セルフプラン：指定相談支援事業者によらない障害福祉サービスの利用計画案

計画相談及び障害児相談の推移

（参考）令和４年１１月時点、計画相談・障害児相談の必要人員 6.65 人のとこ

ろ、常勤換算 3.5 人となっている。

２ 検討すべきこと

・相談支援専門員を増やす。

・相談支援専門員の担当件数を増やす。

・基幹相談支援センター、障害者相談支援事業、特定相談支援事業・障害児相

談支援事業の役割分担を明確にする。

H２９ H３０ H３１ R２ R３ R4見込み

計画相談実人数 197 220 253 259 274 298 
計画相談実人数前年度比 - 112% 115% 102% 106% 109%
計画相談延べ件数 534 698 774 841 846 954 
計画相談延べ件数前年度比 - 131% 111% 109% 101% 113%
１人あたり平均年間利用件数 2.7 3.2 3.1 3.2 3.1 3.2 
計画相談セルフプラン件数 0 0 0 1 2 26

障害児相談実人数 160 204 255 292 360 441 

障害児相談実人数前年度比 - 128% 125% 115% 123% 123%
障害児相談延べ件数 235 291 343 364 592 755 
障害児相談延べ件数前年度比 - 124% 118% 106% 163% 128%
１人あたり平均年間利用件数 1.5 1.4 1.3 1.2 1.6 1.7 
障害児相談セルフプラン件数 0 1 3 15 15 118



重層的な相談支援体制

＜第１層＞

＜第２層＞

＜第３層＞

a. 基本相談支援を
基盤とした計画
相談支援

b. 一般的な相談支援

c. 地域における相談支援体制の
整備や社会資源の開発など

 総合的・専門的な相談の実施
 地域の相談支援体制強化の取組
 地域の相談事業者への専門的な指導助言、人材育成
 地域の相談機関との連携強化
 地域移行・地域定着の促進の取組
 権利擁護・虐待の防止

 福祉サービスの利用援助（情報提供、相談
等）

 社会資源を活用するための支援（各種支援施
策に関する助言・指導）

 社会生活力を高めるための支援
 ピアカウンセリング
 権利擁護のために必要な援助
 専門機関の紹介
主な担い手⇒市町村相談支援事業

 基本相談支援
 計画相談支援等
・サービス利用支援
・継続サービス利用支援

主な担い手⇒指定特定相談支援事業

主な担い手⇒基幹相談支援センター、地域（自立支援）協議会

出典：厚生労働省

市町村は、必要と認められる場合として省令で定める場合には、指定を受けた特定相談支援事業者が作成
するサービス等利用計画案の提出を求め、これを勘案して支給決定を行う。

＊ 上記の計画案に代えて、指定特定相談支援事業者以外の者が作成する計画案（セルフプラン）を提出可。
＊ サービス等利用計画作成対象者を拡大する。

支給決定時のサービス等利用計画の作成、及び支給決定後のサービス等利用計画の見直し（モニタリング）に
ついて、計画相談支援給付費を支給する。

障害児についても、新たに児童福祉法に基づき、市町村が指定する指定障害児相談支援事業者が、通所サー
ビスの利用に係る障害児支援利用計画（障害者のサービス等利用計画に相当）を作成する。

＊ 障害児の居宅介護等の居宅サービスについては、障害者自立支援法に基づき、「指定特定相談支援事業者」がサービス等
利用計画を作成。（障害児に係る計画は、同一事業者が一体的（通所・居宅）に作成）

支給決定プロセスについて
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サービス等利用計画については、平成27年度からは市町村が支給決定を行うに際し、
全ての利用者を対象とする。
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出典：厚生労働省



障がい者自立支援協議会プロジェクトチーム　進行管理シート

事務局
障がい者基幹相
談支援センター

プロジェクトチーム
名

地域生活支援拠点整備プロジェクトチーム

設置期間（予定） 令和４年度末

到達点

⑴　地域生活支援拠点について、関係者の理解が深まる。
⑵　地域生活支援拠点機能を担う事業所がネットワーク化し、着実な運営及
び各機能強化を進める。
⑶　地域生活支援拠点整備の協議を、先に検討予定の精神障がい者にも対
応した地域包括ケアシステム構築の議論につなげていく。

・本市における地域生活支援拠点等の整備状況について、令和３年度時点
の評価を行った。
・評価を基に市内の事業所向けに説明会を実施(9月27日）した。

項目 実績数値 項目 実績数値

会議 ２回 説明会 1回

のべ参加者 ８人 参加者 １４人

進捗状況に対する
評価

（スケジュール通り進ん
でいるか、その原因，影

響など）

予定どおりに進捗している。

進捗状況における
課題や解決策、今
後の見通し

各機能を担うことができる事業所が整理されたため、今後は、機能ごとに関
係者を招集し、運営マニュアル等の整備を行う。
併せて、緊急時の居室確保事業についても検討を進める。

内容

活動実績



障がい者自立支援協議会プロジェクトチーム　進行管理シート

事務局
障がい者基幹相談支援セ
ンター・子ども家庭課

プロジェクトチーム
名

療育支援体制整備プロジェクトチーム

設置期間（予定） 　令和４年度末

到達点
こどもに関わる各関係機関が連携し、こどもの発達相談室を中心とした、途切れ
ない支援体制の構築(療育支援体制整備)及びこどもに関わる関係機関で構成さ
れる協議体の設置準備に取組む。

・保健センターで実施している、１歳６か月児健診、３歳児健診の案内書類の中
に、こどもの発達相談室のリーフレットを同封することとした。
・医療的ケア児に関して「長久手市医療的ケア児等ケース会議設置要綱」を制定
し、定期的に関係者が集まり、情報共有、支援方針の検討を行う体制を整備し
た。
・「長久手市療育支援個別ケース等協議会設置要綱」を制定し、２つの連絡会
（乳幼児連絡会、学童・青年期連絡会）を設け、本市児童に関する個別ケースの
報告、情報共有、支援方法の検討、地域課題の把握等を行う体制を整備した。

項目 実績数値 項目 実績数値

会議 4回

のべ参加者 34人

進捗状況に対する
評価

（スケジュール通り進ん
でいるか、その原因，影

響など）

概ね計画通りに進捗しているが、関係部署との調整や検討事項の追加により、
当初予定していた計画を一部修正する必要がある。

進捗状況における
課題や解決策、今
後の見通し

・「長久手市医療的ケア児等ケース会議設置要綱」「長久手市療育支援個別
ケース等協議会設置要綱」に基づいて会議を開催し、本プロジェクトチームにて
適宜見直しを行っていく。
・義務教育を終了する対象者への「こどもの発達相談室」の具体的な案内方法、
役割について検討する必要がある。

内容

活動実績



当日の実績（令和4年5月31日）

10:00　はじめに

10:05　自立支援協議会

　　　　　プロジェクトチームの進捗状況 報告

10:15　話題提供～事業所における防災の取り組みについて～

10:25　グループワーク説明　移動

10:35　グループワーク 　“テーマに沿って意見交換会”

　　　　　今回のテーマは “防災” について

11:30　まとめ 

11:35 連絡事項

11:50　終了

第1回　障がい福祉関係者連絡会　振り返り資料

参加状況

参加事業所 20か所

参加者数 41名

内訳
（ 兼務あり ）

児発 ６ 名

放ﾃ゙ ｲ １ ５ 名

生活介護 ４ 名

就労B型 ４ 名

就労A型 １ 名

就労移行 １ 名

GH ４ 名

居宅 １ 名

その他 １ 名

市職員 ６ 名

相談ｾﾝﾀｰ ７ 名

いろ いろ と ご協力、
あり がと う ございま し た。

別添２

地域で
  でき る こ とワークのまとめ

福祉事業所ででき る こ と

   在宅の人
    への支援



アンケートより抜粋
「防災について所属する事業所及び地域で今後取り組めそうなこと
や気づき、意見、要望等」

• なかなか１ 事業所では取り 組めないこ と も ある ので、 訓練を含め実施でき る と いい
なと 思いま し た。

• 利用者さ ん数十人がにげた時ど う 支援側が動く のか、 動かない場合はど う する のか。
そのよ う な話し 合いができ る と 嬉し いです。

• 地域住民の拠り 所と なる 可能性も ある 福祉事務所。 頼ら れる 存在であり ながら も 地
域を 頼る 姿勢を 見せる こ と によ っ て、 共存し ていける のであろう 。 次回の会議にも
期待し たい。

• 事業所で協力し たいこ と がたく さ んでき た。 施設間で交流でき る 場を こ れから も
作っ ても ら える と 助かる 。 積極的にこ れから も コ ミ ュ ニケーショ ン を と っていき た
い。

個別事例で検討

今後について

連絡会（防災）

ま と めから
1.各事業所の防災に
関する 整備・ 意識向上
は“勉強会”を 活用。

2.在宅で生活し 、 支援が
必要な方への対応は別の
方法で整理。 （ 実態把
握）

3.地域と の連携について
は次年度以降に向けて整
理。 （ ま ずはつながる ）

4.勉強会の流れから 、 福
祉避難所についての勉強
会につなげていく 。 （ 次
年度か、 避難訓練の後）

勉強会の開催

●安否確認のルール
●BCPの整理（ 事業所種別）
1.校区別図上訓練
2.非常災害計画の見直し
3.事業所間連携の模索
4.SOSカード 、 避難行動要支援者制度
の周知
5.地域での実地によ る 避難訓練の検討

実態把握

事業所間避難訓
練の開催

地域での防災訓練
（ つながり から 丁寧に）

・ 課題を 整理し 、
次年度へ

・ 消火器の使い方、
AED講座など
・ 事業所間避難訓練

7月6日 17:30～

カン フ ァ レ ン ス 形式で緊急
時を 想定し 、 役割分担

啓発（ つながる ）

・ 在宅生活者の緊急時における 支援について実態把握
・ 支援者、 相談員等によ る 緊急時の安否確認等の整理

地域での広報活動



当日の実績（令和4年10月19日）

10:00　はじめに（座学）　虐待について　

　　　　　グループワーク説明　

10:10 グループワーク　虐待につながるヒヤリについて　

10:50 話題提供 　～施設内虐待の理解と対応について～

　　　　　名古屋キンダーホルト　理事長　岩田正人氏　　　　　

11:40　まとめ　　　　　　　　　　

12:00　連絡事項 

12:10 終了

第2回　障がい福祉関係者連絡会　振り返り資料
参加状況

参加事業所 14か所

参加者数 38名

内訳
（ 兼務あ
り ）

児発 1名

放ﾃ゙ ｲ 21名

生活介護 0名

就労B型 2名

就労A型 0名

就労移行 1名

GH 3名

居宅 1名

市職員 2名

相談ｾﾝﾀｰ
（ 実習生）

5名
（ 2名）

いろ いろ と ご協力、
あり がと う ございま し た。

アンケートより抜粋「感想、気づき、意見、要望等」

•自分たちの施設の現在地を 知る こ と ができ ま し た。 貴重な機会を いただき あり がと
う ご ざいま し た。 さ ら によ り 良い施設になる よ う 今日学んだこ と も 生かし て改善し
ていき たいと 思いま す。

•ミ ーティ ン グで個々の意見を 拾う のはと ても 難し く 、 それぞれの考えを 受け止める
のに日々頭を 抱えていま す。 いかに現場の声を 拾える か、 ヘルパーさ んへ寄り 添え
る か、 現場を 知る こ と など 課題は山盛り ですが、 研修を 受けて学んだこ と を 生かし
ていき たいです。

•一人の職員が問題を 抱えこ ま ないよ う に、 職員間ででき る 環境作り が大切だと 思い
ま し た。

•小さ なス ト レ ス 、 イ ラ イ ラ など 発端でセーブする 。 ス ト レ ス になら ない距離感や体
制なんかも 共有し た働き 方も 考えていき たいです。

• 日常の積み重ねが大切な事を改めて意識でき ま し た。



事業所運営

質の担保

人材確保・定着

地域・その他

保護者支援

他機関連携　　　　　　
（ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ等）

本人支援

個別支援計画及び

療育等支援（活動）
内容の充実

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

まとめ　

事業所運営

質の担保

人材確保・定着

本人支援

個別支援計画及び

療育等支援（活動）
内容の充実

地域・その他

保護者支援

他機関連携　　　　　　
（ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ等）

まとめから求められること

支援者向け研修の実施
・基礎研修（障がい理解）
・強度行動障害者研修等応用研修
管理者向け研修等意見交換会の実施
・制度の理解
・虐待防止・権利擁護研修等

本人向け研修
・個別支援計画研修
・ｻー ﾋﾞ ｽ担当者会議
地域の社会資源の創出

家族向け勉強会の実施
・障がい理解と将来の見通し
（就労、暮らし）
・当事者会（啓発活動）



様式第１号(第５条関係）

　　同意書

性別

電話番号　　-　　-　 （FAX□有 □無）

　　年度調査分

みまもり台帳　申請書
(避難行動支援者登録（変更）申請書・個別避難計画）

　私は、次の事項を確認し、避難行動要支援者名簿への登録及び個別避難計画を作成に同意し
ます。また、災害時の安否確認、避難誘導及び災害時に備えた平常時の見守り活動等ため、私
に関する個人情報について、避難支援等関係者に提供することに同意します。

  令和　　年　　　月　　　日 申請者

保護者又は
代理人氏名

  以下に当てはまる場合は、□に✓してください。身近な地域への情報提供を行わないことによって、災害時や
緊急時の支援が円滑になされない場合があります。

　□　私は、避難支援等関係者の内、「自主防災組織」及び「まちづくり協議会・自治会連合
    会・区・区会」への提供は希望しません。

１　対象者

ふりがな 血液型 生年月日

□明 □大 □昭 □平□令

　年　　月　　日
〒　　－

携帯電話　　　　-　　　-

該当区分 □ひとり暮らし高齢者　□後期高齢者世帯　□障がい児者　　□その他（　　　　　　　　）

障害者手帳 □身障【　　種　　級】　□知的【　　判定】　□精神【　　　級】　□申請中

介護認定 □非該当　　□要支援〈　　　〉　□要介護〈　　　〉　　□申請中

通っている
福祉事業所

よく利用する
短期入所事業所

担当ケアマネジャー
相談支援専門員

担当民生委員

２　現在治療中の病気

　□無し　　□有り（主な病名：　　　　　　　　　かかりつけ医の病院名：　　　　　　　　　）

３　避難場所

避難場所① 避難場所② 避難場所③

１　避難を支援する人(様式中の５に記載する人）や避難支援等関係者（民生委員・児童委　
　員、市社会福祉協議会、地域団体等）は、自身の安全が前提であるため、名簿等の登録に
　より、災害時の避難支援等が必ずされることを保証するものではなく、避難支援者等は法
　的な責任や義務を負うものではありません。

２　避難を支援する人に、本書に記載することついて同意を得ています。

氏名
□男
□女

□A　□B
□O　□AB

住所

別添３



５　避難を支援する人（身近な近所、地域で助けを借りられる人）

　□　緊急連絡先と同じ（以下の連絡先は記載不要）

 □自力での移動が難しい（□ 車いす使用）

４　緊急連絡先・家族等の状況

住所

電話番号

住所

電話番号

　□高齢者のみ　□障がい者のみ　□日中はひとりになる　　　　　□親族と同居

　□高齢者と障がい者のいる世帯　□高齢者と障がい者のみの世帯　□乳幼児のいる世帯

家族等との交流頻度 □週1回　□週2､3回　□毎日（続柄　　　） 外出頻度 □週1回　□週2､3回　□毎日

住所

電話番号

住所

電話番号

　□　身近な支援者がいない

６　避難支援区分　

□　A　自分で歩くことが難しい
　　（例）車いすでの移動が必要な方

□　B　歩くことはできるが、少し不安がある

　　（例）歩くのに杖が必要な方、長く歩くことが難しい方

□　C　歩くことはできるが、声かけや誘導が必要

　　（例）知的障害のため情報入手や避難の判断に不安がある方

□　D　現状、不安はない

　　（例）同居の親族と一緒に避難ができる方、現状では心身に不安がない方

７　配慮が必要なこと・支援者に伝えたいこと

 □目が見えない（見えにくい）

 □音が聞こえない（聞き取りにくい）

 □危険を察知することが難しい

特記事項

８　避難経路に関すること、その他避難支援時の留意事項

①氏名 続柄

②氏名 続柄

世帯構成

①氏名 続柄

②氏名 続柄

□ 言葉（もしくは日本語）を理解すること
   が難しい

□ 避難所等で集団の中で生活することが
   難しい

 □災害時でも、可能な限り自宅で過ごすつもり
   （在宅避難）

□ 障がいや病気のために特殊な機械や
   物品、薬品が必要



令和４年度福祉有償運送ドライバー認定講習会

開催結果概要

１ 開催日時

令和 4年 10 月 2日（日）午前 8 時 10 分から午後 6 時 20 分まで

２ 場所

＜座学＞ 日進市役所

４階 第２・３会議室

＜演習＞ 日進市役所 駐車場

３ 修了者

９名(内長久手市５名、日進市４名)

４ 参加費用

1,500 円（教材費）

５ アンケート結果等

別紙のとおり

６ その他

日進市と合同で開催。

７ 当日の様子

別添４





令和４ 年度福祉有償運送ド ラ イ バー認定講習会アンケート 集計結果 別 紙

日時

参加者

アンケート

・ 勉強になり ま し た。

・ 介護者側の立場も 体験ができ てと ても 良かったです。

・ 一日で移動のこ と だけでなく 車イ ス 等の講習も あったから 。

・ 福祉について知識が少ないので、 も う 少し 時間を割り 振って欲し い。

・ 熱心に細かい所ま で教えてく ださ いま し た。 あり がと う ございま し た。

・ 楽し く お話を聞く 事ができ ま し た。

・ と ても わかり やすく て良かったです。

・ 熱心だった。

・ 丁寧な説明で分かり やすかった。

難し かった

理解

でき た

3

・ 職場から の依頼です。

・ 介護施設で勧めら れた。

・ も と も と 興味があり 、 広報で見つけ参加さ せて頂き ま し た。

・ 実務で必要だった為。

・ 知人に誘っていただき ま し た。

・ 今後、 何ら かの形で携わる 事ができ ればと 思いま し た。

・ 地域で住民主体の移動支援をする ため。

・ 地域のお出かけ支援のド ラ イ バーに登録する にあたり 、 勉強し たかった。

・ 福祉有償運送ド ラ イ バーに興味があったから 。

令和4年10月2日（ 日）

9名（ 日進4名 長久手5名）

満足 普通 不満足

8 1 0

満足 普通 不満足

9 0 0

3 内容について

分かり やすかった 普通

9 0 0

だいたい

理解でき た

あま り

理解でき なかった

ま ったく

理解でき なかった

6 0 0

4 参加動機について

1 講習会について

2 講師について

(1)分かり やすさ

 (2)理解度



ぜひ活動

し たい

活動し て

も よ い

も う 少し

考えたい

活動し た

く ない
無回答

1 4 2 1 1

・ 身障者・ 知的障害者さ んを乗せる 責任の重圧を感じ た。

・ 現在、 社業の方も 忙し く 、 こ ちら がも う 少し 落ち着いたら 活動し たく 考えていま す。

・ ま だま だ知識不足で、 改めて人の命を預かる 責任の重さ を感じ ま し た。

・ 1年に1回の講習会だと 、 参加し たく ても でき ない人も 多く いる と 思う ので、 も う 少し

 回数を増やすと 受講者も 増え活動でき る 方が多く なる と 思いま し た。

・ 福祉有償運送についてし っかり と 学べたと 思いま す。 あり がと う ございま し た。

・ 講師の方の所属先をお聞かせ下さ い。 （ 自己紹介）

・ 最初に講師の紹介がある と 良い。 市の職員も おら れた。 紹介がある と 良い。 参加者の

 自己紹介も あればも っと 良い。 （ 名前のみで可）

・ 福祉に関わっていない人も いる ので、 福祉の方法や行動について、 説明と 動作実習の

 反復練習の時間を増やし て欲し い。

・ 時間的な問題も あったと 思いま すが、 車いすと 車両に乗せてリ フ ト アッ プする 実技も

 あれば良かったと 思いま す。 ワ イ ヤーロ ープの実技など 。

・ 資料を事前にも ら えたら 予習でき る と 思いま す。

安い ちょ う ど いい 高い

3 6 0

1日でよ い 2日に分けてほし い

7 2

9 「 も う 少し 考えたい」 「 活動し たく ない」 理由について

10 今後の講習会について（ 良かった点、 直し た方が良い点など ）

5 参加費について

６ ス ケジュ ールについて

7 今後の活動について



市内在住の小 5～高校生（障がい者手帳所持又は放課後等デイサービス等の

福祉サービスを利用している方）又はその保護者、今回のテーマに興味のあ

る方など （※定員 60 名程度）。

事前の申し込みが必要です。申込受付は 5 月 17 日（火）から開始します。

電話又はメールにてお問い合わせください。

お申し込みの際は 名前 連絡先 参加を希望するグループテーマ ①②③④、 ・ ・ （

の中から選択 をお伝えください FAX で申し込みをされる場合は裏面の申） 。

込用紙をご活用ください。

長久手市障がい者基幹相談支援センター

対象者

申込方法

お問合せ

TEL：0561-64-2333 FAX：0561-64-2337

E-mail：nagakute-shakyo-sho-gai@hm.aitai.ne.jp

営業日：火曜日～日曜日（9 時～17 時）

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌営業日） 裏面に申込用紙あります

自
分
ら
し
く
働
く
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

じ

ぶ

ん

は
た
ら
く

～

将

来

の
選

択
に
必

要
な
こ
と
～

し
ょ
う
ら
い

せ
ん
た
く

ひ
つ
よ
う

『社会で働くために必要なこと』 『自分らしく働くということ』

『就労移行支援と就労継続支援A型って？』

『進路選択の考え方について』

4Gro u p

3Gro u p1Gro u p

2Gro u p

会場（福祉の家/集会室）

木

株式会社日立ゆうあんどあい
（株式会社日立製作所 特例子会社）

尾張東部･障がい者就業生活支援
センターアクト

社会福祉法人あいち福祉会
（就労継続支援 B 型）たかぎ作業所

社会福祉法人むそう
（生活介護）かわせみ工房

NPO 法人楽歩
（就労継続支援 A 型）ジョブ長久手

株式会社 FORZA
（就労移行支援）あるく長久手グ リ ー ン ロ ー ド

一般社団法人あいち子ども包括支援協会
（放課後等ﾃ゙ ｲｻｰﾋﾞｽ）チャ イ ルド サポ ー ト 森のまち

名古屋市立南養護学校

長久手市役所教育総務課

進路指導主事 氏揖斐正和

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 氏児島啓子

児童発達支援管理責任者 氏遠藤浩克
サービス管理責任者 氏寺岡宏喜

サービス管理責任者 氏林 夏海

サービス管理責任者 氏大橋優華

サービス管理責任者 氏川瀨真理

業務統括部 採用定着支援部 部長

氏就労支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 有田幸奈

指導員 氏藤根 満

☑ 一般就労・障害者雇用で働くためには何が必要？

☑ 就労支援って何？どんな人が利用するの…？

☑ 就労継続支援 B 型と生活介護…どっちが本人にあってる？

☑ いつから進路選択について考えればいい？

施設長 氏吉村慎司
氏小谷直美

【 日時】
 令和4年6月16日（ 木） 13時30分～16時00分
 
【 場所】
 集会室（ メ イ ン会場） 、 会議室、 Nｼ゙ ｮｲ
 
【 テーマ】
 『 自分ら し く 働く ってど う いう こ と ？』
  ～将来の選択肢に必要なこ と ～
 
【 対象者】
 福祉サービ ス を 利用する 小学５ 年生から 高校３ 年
生及びその保護者
 
【 参加人数】
 49名（ 関係者含む）  31名（ 講師・ 事務局除く ）
 グループ①  7名 グループ②  6名 
 グループ③  8名 グループ④ 10名

別添５

グループごと の話合いについて

 非常に理解でき た １ ６ 名 理解でき た １ ０ 名 ど ちら と も いえない １ 名 

  も う 少し 話を き き たい １ 名

コ メ ント （ ※一部抜粋）
 
 ・ 非常に参考になる 会で参加し てよ かっ たです。 具体的に子ど も へのアド バイ ス になる こ と も あり ま し た。
 ・ 特例子会社の方のお話が聞けて良かっ たです。 アク ト （ 就業･生活支援セン タ ー） と いう 相談窓口がある こ

と に心強く 感じ ま す。
 ・ 就労移行支援、 就労継続支援A型で実際にど のよ う なこ と を 行っ ている かなど 、 細かなこ と が聞けたので

と ても 良い勉強になり ま し た。
 ・ 就労継続支援Ａ 型事業所の就労内容や給与等を詳し く 知る こ と ができ てよ かっ たです。
 ・ 同じ 就労継続支援Ｂ 型、 生活介護でも 事業所によ っ て違う 部分がある と いう こ と を 知り ま し た。
 ・ 障がいを 持つ子の働く 場、 生活の場で社会人と し ての役割と 本人に合っ たス タ イ ルで決めていく こ と の難

し さ を 痛感し ている と こ ろ です。 本日のよ う な場を 設けてく ださ り 、 あり がと う ございま す。
 ・ 「 生活介護、 就労継続支援B型、 と いう く く り に縛ら れずに考える 」 と 、 何度も おっ し ゃ っ ていたのが印

象的でし た。
 ・ 理解でき たこ と と 、 わから ないこ と が半々。 学校の名前、 種類が色々あっ て理解する のに時間がかかる 。
 ・ 進路について、 ほと んど 無知で基本的な知識も ないので、 少し 難し かっ たです。
 ・ 学校から 社会へと いう 時の進路だけでなく 、 小→中→高→その他の選択についての話も 聞く こ と ができ ま

し た
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市内在住の小 5～高校生（障がい者手帳所持又は放課後等デイサービス等の福祉サービスを 

利用している方）又はその保護者、今回のテーマに興味のある方など。（※定員 30 名程度） 

事前の申し込みが必要です。申込受付は 9 月 6 日（火）から開始します。FAX 又はメールにてお

問い合わせください。お申し込みの際は、名前・連絡先・参加を希望するテーマ（①②③の中から

選択）をお伝えください。FAX で申し込みをされる場合は裏面の申込用紙をご活用ください。 

長久手市障がい者基幹相談支援センター 

① 一般就労している方の暮らし 

② 福祉サービス（就労継続支援 A 型・B 型/グループホーム）を利用している方の暮らし 

③ 福祉サービス（生活介護/グループホーム・施設入所支援）を利用している方の暮らし 

市内には学校卒業後、支援を活用して自分の望む生活を実現している方がたくさんいます。 
そんな方々の事例を通じて将来（自立生活）について一緒に考えてみませんか？ 

 

参加無料 （事前予約必要） 

テーマ 

対象者 

申込方法 

お問合せ 

勉強会のご案内 

相談支援専門員やグループホーム等の施設

の方から、日々支援している方の暮らしに

ついてお話していただきます。ご興味のあ

る方はぜひご参加ください。 

TEL：0561-64-2333 FAX：0561-64-2337

E-mail：nagakute-shakyo-sho-gai@hm.aitai.ne.jp

営業日：火曜日～日曜日（9 時～17 時） 

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌営業日） 

10 年後、30 年後、50 年後、親なき後… あなたはどんな生活を送っていますか？ 

 

■タイムスケジュール 

 13：30～ 全体会 

 14：10～ テーマ別事例発表会

 15：30～ 共有・意見交換など

 16：00  終了 

裏面に申込用紙あります 

                                                                             

社会のルールや 

マナーは守れる？ 

仕事の困り 

ごとは？ 
お金の管理は？ 

ﾄﾗﾌﾞﾙに巻き 

込まれたら 

どうする？ 

必要な書類の管理 

や手続きは？ 

生活リズムは 

乱れない？ 

食事、洗濯、入浴 

掃除、買い物は？ 

会場（福祉の家/集会室） 

※この勉強会は 2022 年 2 月 25 日に開催を予定していたものです。

【 日時】
 令和４ 年10月7日（ 金） 13時30分～16時00分
 
【 場所】
 集会室（ メ イ ン会場） 、 機能回復訓練室
 Nジョ イ 、 会議室
 
【 テーマ】
 みんなど う し てる ？～自分ら し い自立（ く ら し ） って何
だろう ～

 【 対象者】
 福祉サービス を利用する 小学５ 年生から 高校３ 年生及び
その保護者
 
【 参加人数】
 26名（ 関係者含む）  15名（ 講師・ 事務局除く ）

 グループ① 3名 グループ② 6名 
 グループ③ 6名

 気づき 、 感想、 参考になったこ と など を教えてく ださ い。 （ ※一部抜粋）

  ・ グレ ーゾ ーン と なっ ている 人など についても 、 相談など 何か支援がある のか気になった。
  ・ 自立の向けた生活の様子、 課題、 喜び等 普段の知り えないこ と を 知る こ と ができ 、 大変あり がたかった
   です。 ポジティ ブな選択を 目指す気持ちにさ せても ら えま し た。
  ・ 就労継続支援A型と B型の違いや、 具体的な例を 知る こ と ができ て参考になり ま し た。 本人のこ れから 先に
   必要になる だろう と 思われる こ と について、 見通し が立てら れた。
  ・ 長久手にはホームも 施設も 少ないなと 感じ ま し た。
  ・ 今ま でグループホームに早めに（ 若いう ち） に入所し た方がなじ むのに時間がかから ないので良い、 と
   テレ ビ や社会的な流れで言われて焦っ ていま し たが、 の話を 聞いて（ そう でも ないかな） と ちょ っ と 思い  
   安心し ま し た。 グループホーム の良さ 、 入所施設の良さ 、 それぞれわかり ま し た。
  ・ 「 ショ ート ス テイ で施設生活を 練習し ておく と 良い。 」 参考になり ま し た。 モヤモヤし ていた将来の

   不安があり ま し たが、 今後の課題が少し 具体的になっ たよ う に思いま す。
   ・ 意外と 同じ よ う な悩み、 問題を 抱えている 人がいて、 我が家だけのこ と ではないこ と に安心し ま し た。
    「 こ れ！」 と 言える 解決方法はなく ても 、 一緒に少し ずつ対応し てく ださ る 人がいる こ と を心強く 思い
     ま し た。 あり がと う ございま し た。

  

テーマごと の話合いについて

 非常に理解でき た 9名  理解でき た 3名  も う 少し 話をき き たい １ 名
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